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第２回臨時会　

第１回定例会　

・トピック１　第２回臨時会　　２ページから

・トピック２　第１回定例会　　４ページから

・トピック３　一般質問　　　　10ページから

　今回は４名の議員が登壇し町政を質しました。
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２月20日の第２回臨時会では、専決処分（補正予算）の承認、柳津町一般
会計補正予算、工事請負契約の変更が審議されました。

「令和７年度一般会計補正予算」の専決処分について
令和７年12月17日に閣議決定された国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業

（生活支援）と令和８年２月８日執行第51回衆議院議員通常選挙に関わる補正予算の専決処
分について承認した。
補正内容　・総務管理費　物価高騰対策給付型商品券発行事業　　60,004千円
【歳　出】　・選挙費　　　衆議院議員選挙費　　　　　　　　　　 8,872千円

「令和７年度国民健康保険特別会計補正予算」　関連の専決処分について
国保診療所の医薬品購入費不足に関する補正予算の専決処分について承認した。
補正内容　・一般会計（保健衛生費）　  国保会計（施設勘定）繰出金　 4,000千円
【歳　出】　・国保特別会計（施設勘定）医薬品費　　　　　　　　　　4,000千円

「令和７年度一般会計補正予算」について
一般会計の一部変更（総額の変更はない）を可決した。
補正内容　１．�職員用の業務用パソコンのリース料の債務負担行為（複数年にまたがる事

業の設定をすること）について事業期間の変更と総事業費の増額。
　　　　　　　・補正前　令和７年度〜令和12年度	 限度額32,520千円
　　　　　　　　補正後　令和８年度〜令和13年度	 限度額45,000千円
　　　　　　２．役場本庁舎のエアコン修理経費の追加（予備費で充当）
　　　　　　　・庁舎管理費　修繕費	 1,600千円

　　
「工事請負契約の変更」　について

令和７年７月18日に議決した大成沢・冑中地区簡易水道整備事業舗装本復旧工事請負契約
における契約金額の増額について可決した。
変更内容　・契約金額　当初：１億  395万０千円
　　　　　　　　　　　増額：　　  672万１千円
　　　　　　　　　　　変更：１億1,067万１千円
　　　　　・契約相手　株式会社海老名建設　柳津営業所

「工事請負契約の変更」　について
令和７年６月30日に議決したやないづふれあい館冷暖房設備工事請負契約における契約金

額の増額について可決した。（非常用電源の給電口の増設）
変更内容　・契約金額　当初：7,920万０千円
　　　　　　　　　　　増額：   214万５千円
　　　　　　　　　　　変更：8,134万５千円
　　　　　・契約相手　株式会社アクーズ会津（会津若松市）

第２回臨時会の主な議案

承認

承認

可決

可決

可決

議 案 審 議
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議 案 審 議

第２回臨時会の審議

２月20日の第２回臨時会においては「ふれあい館冷暖房設備工事の工事請負契約の変更」
に質疑が集中しました。その内容について要約してご紹介いたします。

【質問】配線の長さについて（渡邊）
天井裏の60メートルの配線とは、どこに配線して、何のことなのか。

【答弁】（建設課長）
・�切替用のケーブルで200から100ボルトということで、

実測でも平面図で追っても60メートル弱あります。給
電口を職員玄関側に付けるのか正面なのかという論点
になると思うが、本庁舎との連携を見据えての位置取
りと把握しております。

【質問】議案の再検討について（渡邊）
部品に対しての工事費も難易度によってランクがあるので、これは一度やり直して、もう一

回提案していただきたい。今回は見送っていただきたい。

【答弁】（町長）
・�給電口が役場側に付くという案で同意をいただいたと認識しております。建設課と公民館で協議

をした議案だと思っておりますので、議案を取り下げることは考えておりません。

【質問】法令等の遵守について（松村）
本工事において、一部の例外を除き、法令がきちんと遵守されているものと考えているか。

その設置、バルクガスタンクと電源。

【答弁】（建設課長）
・�灯油タンクがまだ現存しており、バルクガ

スタンクと２メートル以上離さなければな
らないが遵守しております。給電口や、ま
だ、はっきりとしていない発電機などは法
的にうたわれておりませんけれども、消防
署の指導で「最低限50センチ以上」という
ことでありましたので、遵守していければ
と感じております。

【採　　決】　賛成５、反対３（議長は含まない）で、原案とおり可決した。

議員名 小林浩 渡邊俊典 磯目泰彦 岩渕清幸 新井田順一 田﨑信二 荒明正一 松村亮 齋藤正志

賛〇否× 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 議長

工事請負契約の
締結について

ふれあい館バルクガスタンクふれあい館バルクガスタンク
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議 案 審 議

「令和８年度柳津町一般会計」ほか ５の特別会計、２の事業会計の新年度予算
定例会第２日（３月11日）に議員全員で構成される「予算特別委員会」に付託され、以降

３日間に渡り、各担当課長と係長から説明を受けて詳細を審議した。（概要は８・９ページ）
その結果を受け、全予算を可決した。

「柳津町乳児等通園支援事業」に関する２つの条例の制定
児童福祉法の改正に基づく「乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例」と子ども・子育て支援法の改正に基づく「特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例」の制定を可決した。
※�こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）とは、親の就労要件に関わらず、０歳６か

月〜満３歳未満の未就園児が月10時間まで保育施設などを利用できる制度で令和８年４月
から全国で実施され、１時間300円程度を標準として、集団生活の経験や親の相談支援、
リフレッシュ等を目的としている。

「柳津町火入れに関する条例」の制定
近年の気象変化による大規模な林野火災を防止するため、柳津

町には火入れに関する条例がなかったことから、条例の制定を可
決した。
※�森林法第21条で、森林又は森林の周囲１㎞の範囲内の火入れは

市町村長の許可を要する。「火入れ」とは、立木竹、草その他
の堆積物等を面的に焼却する行為で、たき火とは異なる。
　　

「柳津町振興計画基本計画」（令和８年度〜令和１２年度）の策定
令和３年度から令和12年度までの10ヵ年計画「第６次柳津町振興計画」の後期基本計画を

策定し、基本構想の実現に向け、まちづくりの現状と課題を目的別に整理して体系的に示し
た５年間の基本計画の策定を可決した。

「過疎地域持続的発展計画」の策定
「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」に基づき、柳津町のインフラ等整備

計画の策定を可決した。
※�人口減少と高齢化が著しい地域（過疎地域）の維持・活性化を目指し、令和３年４月１日

から10年間（令和13年３月末まで）の期限付きで施行された法律で、財政支援（過疎債）
や税制優遇を受けられる。

「令和７年度柳津町一般会計補正予算」ほか　５の特別会計と２の事業会計の補正予算
主に各種事業の実績見込みによる精算と繰越事業についての補正予算を可決した。

※�特に昨年末に閣議決定された国の物価高騰対策事業（柳津町では商品券発行事業や追加の
子育て応援手当支給事業）や防災・災害関連事業、国の社会保障・税番号制度システム整
備事業などが繰越しされた。

「柳津町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例」の一部を改正する条例
「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」の一部改正などによる条例

の一部改正を可決した。
※�ＤＶ被害により実質的な「ひとり親」状態となったとき、保護命令等を証明することで住民票

を移していなくても（加害者に知られずに）医療費の助成を受けられる措置等を盛り込んだ。

第1回定例会の主な議案
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
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議 案 審 議

３月10日から10日間の会期で行われた定例会では、条例の制定・改正、町基本計画、
令和８年度予算、令和７年度補正予算等を審議し、質疑応答を経て、すべての議案が可決
（全会一致）されました。

第１回定例会の議案審議

令和７年度柳津町一般会計補正予算
物価高騰対策給付型商品券発行事業について
【渡邊】�他町村では発行しているところもあり、なぜ翌年度に繰り越すのか。

【総務課長】商品券の使用期間を来年まで延長し、冬季の灯油代などにも使用できるよう
にしたいので、繰越事業にさせていただきたい。

景観形成支援委託料について
【松村】�委託料を減額した理由について伺う。

【みらい創生課長】景観計画の策定に係る委託料が減額となり、歳入では景観改善推進事
業国庫補助金も減となりました。総事業費の３分の１が国の補助金でありますが、
事業費確定による減額です。

防災物品の購入について
【磯目】�扇風機や発電機等の購入ということだが、詳細と管理等を伺う。

【総務課長】パイプ折畳式布製ベッド約70台、発電機５台、気化熱冷風機、ジェットヒー
ター、簡易トイレ、バッテリー式ＬＥＤ投光器が各々10台で、格納場所について
は、よく検討していきます。

　頑張れ子育て応援金の支給等に関する条例
【松村】�昨年６月に高校生の支援について質問したが、望むべき結果に至らなかった。町

の捉え方が変わった経緯について伺う。

【町長】�物価高騰が大きく影響しており、高校入学時に大変なお金が必要になってくるの
で、その対応を含めて入学時の応援金とし支給の方法も変えさせていただきたい。

（現金と商品券の２通り）

改正の経緯について

　柳津町森林環境整備基金条例の廃止
【磯目】�県の事業が終了したことを受けてのことではあるが、今後、森林整備の遅れが生

じてくることが懸念される。新たな交付金等々はないのか。森林環境贈与税の配
分等はどうなるのか。

【地域振興課長】森林環境交付金では、基金による長期的な活用は
できなくなるので、令和８年度からは森林環境譲与税交付
金同様に、当初に各自治体から要望を採りまして、交付決
定され、その事業は単年度で精算する形になります。一部
対象外の事業については譲与税交付金を充てながら進めていきたい。

森林整備の財源について

質疑されました

鳥獣が人里に入ってこないよう鳥獣が人里に入ってこないよう
に整備された森林の様子に整備された森林の様子
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当 初 予 算

令和８年３月
第１回定例会 令和８年度当初予算を可決！
一般会計44億3,500万円　特別会計合計11億7,233万円

　前年度比１億5,625万円（2.9％）の増額
【令和８年度重点的に実施する事業の一部を厳選して、ご紹介しております】

詳細につきましては、広報やないづ Vol.688 をご覧ください

文化財保存活用
地域計画策定事業
� 13,155千円
文化財の保存・活用に関
するマスタープランの策定。

地域おこし協力隊事業
� 109,624千円
地域外の人材を受け入れ

地域協力活動を通して移住
定住を図る。

空き家活用事業
� 37,000千円
活用が可能な町内の空き

家を移住定住に向け国庫補
助を活用し改修する。

町営住宅改修事業
� 25,000千円
「公営住宅長寿命化計画」
に基づいた計画的な改修、
修繕等を実施する。

町民バス再編実証プロジェクト事業
� 34,169千円
町民バスの運行方式の見直しを図るため

の実証実験を実施する。

森林環境譲与税事業
� 18,696千円
会津桐製品配布、森林境界明確
化、Ｊクレジットの創出、森林利
活用ビジョ
ン運営。

農業振興拠点整備事業
� 1,324千円
農業の拠点施設を整備す
るため、旧郷戸保育所の解
体設計を行う。

地域農業担い手経営
支援事業� 10,475千円
地域農業を担う経営体の
育成。農業用機械等購入補
助。

鳥獣被害防止
対策事業
� 10,025千円
有害鳥獣捕獲従
事者支援事業
鳥獣被害防止対
策（電気柵補助）

斎藤清美術館　開館30周年に向けた
プロモーション事業� 14,177千円
令和９年度に迎える開館30周年に向けて来館促
進、認知向上を高めるための事業、展覧会を開催
し、斎藤清美術館をＰＲ広報を行う。

地域行事の
継承、文化財の
保存・活用と
芸術文化の振興

農林業
の振興

移住定住交流
の推進

公共交通
の充実

令和８年度の重点施策
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当 初 予 算
令和８年度一般会計歳入（財源別）443,500万円

令和８年度特別会計・企業会計予算（５特別会計、２企業会計）

町税
39,883

その他
自主財源
71,319

町債
38,660

その他依存財源 17,835

国庫支出金
21,375

県支出金
21,028

地方交付税 233,400

【主なその他の自主財源】
・分担金及び負担金　　
・使用料及び賃借料　
・財産収入
・寄附金（ふるさと納税など）

【主なその他の依存財源】
・地方譲与税　　　　　　
・地方消費税交付金
・法人事業税交付金
・地方特例交付金

【単位：万円】

依存財源（74.9％）

自主財源
（25.1％）

0 10000 20000 30000 40000 50000 60000 70000

下水道事業会計

簡易水道事業会計

町営スキー場事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計（施設勘定）

国民健康保険特別会計（事業勘定）

土地取得事業特別会計 【単位：万円】

62,800

36,446

35,081

780

7,140

6,500

40,000

13

令和８年度一般会計歳出（目的別・性質別） 443,500万円

民生費
69,282

総務費
98,135

議会費 6,183

衛生費
14,452

農林水産業費
25,321

商工費
23,413

予備費 2,425

公債費
55,454

災害復旧費
4,416

教育費
54,414

土木費
38,316

消防費
23,263

諸支出金
28,426

【単位：万円】

人件費
95,024

物件費
91,743

維持
補修費
19,892

扶助費
14,601

補助費等
81,632

普通建設事業費
47,550

災害
復旧事業費
4,416

公債費
55,454

積立金
3,737

投資及び出資金
5,386

貸付金 2,318
繰出金 19,322

予備費 2,425

【単位：万円】
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予算特別委員会

Q 「まちづくり」について（齋藤）
人口減少対策は喫緊の課題であるが、我が町には

素晴らしい素材がいくつもあり、その活用が重要だ
と思うが、見解を伺う。

A 唯一無二のまちづくりで
歴史、文化、景観、伝統食など、独自のものを磨

き上げることが、唯一無二のまちづくりに繋がり、
最終的には魅力とにぎわいになっていくと考える。

Q 小学校の統合について（齋藤）
小学校の児童数が減少ており、何らかの手を打た

なければいけないと思うが見解を伺う。

A 会議体を設けて検討していく
出生数の減少は大変なことだと思う。子どもたち
の教育、未来を考える時期に来ていると思う。どう
していくべきか、早急に会議体を設けて検討してい
きたい。

Q スキー場施設の再編について（新井田）
公共施設再編プロジェクトチーム（仮称）を立ち

上げたということだが、スキー場については、どの
ような方針で、いつまでに結論を出すのか。

A チームでの検討を開始した
今年度の調整会議（係長）の中で立ち上げた。ス

キー場の現状等を情報共有しておりますが、いろい
ろな提案を作って、中身を詰め、来年度中に方向性
を出していきたい。

Q 銀山煙突の保存について（新井田）
文化財は、一度、失われると再生が効かない。銀

山煙突については、すでに朽ち始めていると思えるが、
今後の利活用については、どのように考えているか。

A 立体的データの記録・保存で一区切り
保存方法や費用を含めた詳細な調査の結果を検討

したところ、周辺の開発等を含めた利活用が難しい
ため、今のところ文化財指定や開発計画は考えてい
ない。立体的なデータとして記録・保存は出来たの
で、一区切りしたと考えている。

令和８年度
予算特別委員会 質疑
（３月12日から３日間、行った質疑の一部を抜粋
して紹介します）

Q 鳥獣被害対策について（新井田）
職員の狩猟免許取得、猟銃の購入補助など
が挙げられているが、安全性を十分に考慮し
てから許可して頂きたいがいかがか。

A 緊急銃猟は許可しない
市町村長の判断によるが、法整備等が充分

ではないので、許可しません。

Q 森林整備の実施体制について（渡邊）
これからの森林整備を行うため、個人事業
者や団体等を育成していくのか。それとも民
間業者に任せる予定なのか。

A 後継者の育成を先導したい
ふくしま森林再生事業が終わるので、民間

に活躍していただきたいが、後継者を育てる
ための先導する動きは必要なのではないかと
考えている。

Q 大学生等への支援事業について（小林）
町出身の大学生等へお米パックを配る事業
で、大学生以外の等とは誰なのか。また何名
分で計算されているのか。

A 大学生だけではない
19歳から22歳までの約70名を対象者にして

おり、大学生のほか町外で就職されている方
にも配付を予定している。

Q 景観計画策定に係る経費について
　　 （岩渕）
景観計画の策定についての見通しとその後
の進展について伺う。

A ３年間にまたがることが想定される
令和８年度より概要から規制に係る部分の

議論に替わっていき、住民の方に影響がある
部分で、慎重に進めていく必要がある。国の
補助に合わせた予算を計画していく。

令和７年議会行政調査  岡山県高梁市令和７年議会行政調査  岡山県高梁市
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予算特別委員会

Q 滝原ごみ処理最終処分場管理
　　　負担金とは（磯目）
50万５千円の内容を伺う。

A 廃止のための検査項目が足りない
５年度に廃止のための工事が完了し、２年間の

経過検査をしていたが、検査項目が足りなかった
ため、さらに２年間の検査費用が必要になった。

Q 団地造成・宅地分譲について（松村）
町の施政方針に移住定住の推進とあるが、住

居政策には言及がなかった。宅地造成の経過に
ついての説明はあったが、どのような指示が出
ているのか。

A 空き家対策も視野に入れたい
議会からの意見もいただいている小規模分譲地

の確保もゼロになってはおりませんが、近隣の所有
者等の調査も必要で時間かかりそうです。

また、空き家が著しく増加しており、その活用
や解体後の空き地の活用も考えていきたい。Q 公営住宅管理費について（田﨑）

公営住宅入居者の苦情や問題点についての定
期的な集会等は実施しているか。また空き部屋
の修繕は予算に反映されているか。若者定住促
進住宅のWi-Fi電波が弱いということだが。

A 現状を調査したい
入居者の定期的な集会はやったことがなかっ

た。修繕関係の予算は700万円計上してあるが、
畳替えは退室者の負担で行うことになっている。
Wi-Fi電波の件は調査をしたい。

３月17日予算特別委員会最終日、令和８年度柳津町会計予算について14項目からなる予
算意見書を付して採択することに、全会一致で決定しました。14項目の概要は下記のとおり
です。
１．適正に予算を執行し物価高騰などに対応出来るように努めること。
２．�第６次柳津町振興計画（後期）の基本目標の実現に向け、事業評価を行い、町民の満足度

向上に努めること。
３．�町民センターについて、道の駅周辺施設の再編を含め、関係者との合意と具現性のある「あ

り方」を本年度内に必ず明示すること。また、町営スキー場は、跡地利用を含め、地権者と
の合意を得て、本年度内に必ず方向性を示すこと。

４．新分譲地造成は、議会同意のもとに進め造成計画を明示し、スピード感をもって実現すること。
５．�不公平感が生じないよう滞納徴収に取組み、ふるさと納税や町税等の自主財源の確保に努

めること。
６．町補助金、指定管理委託料、業務委託料は、実施状況等を精査し、適正な執行に努めること。
７．新規事業は事前説明と経過説明を議会に行うこと。
８．柳津町 DX推進計画を基に町民の利便性向上と職員の業務効率化に努めること。
９．土砂崩れ、雪崩、空き家倒壊などの災害防止のため、事前対策の実施と支援の充実を図ること。
１０．各地区での防災訓練の充実を図り、消防団の組織強化と団員確保に努めること。
１１．鳥獣被害対策として、捕獲員の確保、講習会での技術向上、猟友会との協力体制強化を図ること。
１２．�「ふくしまディスティネーションキャンペーン」で町内業者支援と活性化を広域的観点によ
るアフターＤＣも視野に継続して努めること。

１３．充実した学校教育推進のため、３校の連携強化と児童数減少に対応したあり方の検討を速めること。
１４．�魅力的なまちづくりを進め、交流人口、関係人口、移住定住への流れを推進し、人口増加に努める

こと。

予算特別委員会総括審議

Q 部活動外部指導者謝礼について（小林）
部活動の地域移行は国の方針で行っているが、
財源として国からの補助はあるのか。

A 補助が受けられなかった
地域学校活動補助金の適用ができるというこ

とで申請していたが、先月対象外になったという
連絡を受け、取り下げした。来年度は別な補助金
を検討していく。
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住宅政策の推進を図ってまい
ります。

Q
人
口
問
題
は
心
配
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り

町
は「
移
住
、
定
住
、
交
流
の
推

進
」を
掲
げ
て
事
業
を
推
進
さ
せ

て
い
る
。
そ
こ
で
次
の
点
を
伺
う
。

①
事
業
の
進
捗
と
動
向

②
公
営
住
宅
等
の
入
居
状
況

A
（
町
長
）
①
空
き
家
バ
ン

ク
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
用
、
公
営
住
宅
の
整
備
、
新

築
住
宅
へ
の
補
助
、
姉
妹
都
市
出

雲
崎
町
や
東
京
都
お
台
場
地
区
と

の
交
流
事
業
を
実
施
し
た
。

交
流
・
関
係
人
口
創
出
で
は
新

た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
活
動
場
所
）
の

構
築
、
移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
活
用
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
者
と
の
交
流
等
に
取
り
組
む
。

②
令
和
７
年
度
は
入
居
12
戸
、
退

去
９
戸
、
政
策
空
き
家
の
平
屋
建

て
19
戸
を
除
く
１
３
２
戸
中
１
１

３
戸
に
入
居
、
空
き
室
は
19
戸
と

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
制
限
が
な
い
一
般
住

宅
は
空
き
室
が
な
い
状
態
で
最
優

先
で
解
決
す
べ
き
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

Q
振
興
計
画
の
人
口
の
展
望

で
は
、
各
種
施
策
を
着
実

に
実
行
し
て
、
令
和
12
年
に
２
７

０
０
人
を
維
持
す
る
と
あ
る
が
、

考
え
方
を
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
）
令
和

12
年
の
目
標
達
成
は
難
し

い
状
況
で
す
。
国
立
社
会
保
障
人

口
研
究
所
に
よ
る
推
計
で
は
２
４

９
７
人
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
町

の
目
標
値
も
見
直
し
て
い
る
。

Q
子
育
て
応
援
の
商
品
券
支

給
等
で
は
、
喜
ば
れ
る
よ

う
な
方
法
を
検
討
す
べ
き
だ
と
思

う
が
い
か
が
か
。

A
（
町
長
）
使
い
勝
手
の
よ

さ
と
町
内
消
費
の
喚
起
の

要
請
が
あ
り
、
商
品
券
だ
け
で
あ

っ
た
も
の
を
商
品
券
と
現
金
の
半

分
ず
つ
に
変
え
た
い
。

Q
学
校
教
育
が
今
後
ど
の
よ

う
な
方
向
性
に
な
っ
て
い

く
の
か
を
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
実
態
踏
ま
え
、

保
育
所
、
小
学
校
の
在
り

方
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
の
総
合
教
育
会
議
や
町
長
指
示

が
あ
っ
た
の
で
、
次
年
度
、
検
討

会
議
を
立
ち
上
げ
た
い
。

Q
移
住
・
定
住
に
関
わ
る
取

組
を
行
っ
て
い
る
が
、
あ

ま
り
成
果
が
出
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
な
い
。
何
が
不
足
し
て
い
る

の
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
足

り
な
い
何
か
を
先
進
地
研

修
な
ど
で
勉
強
し
、
町
に
合
う
よ

う
な
対
策
を
講
じ
る
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

Q
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
が
久
保
田
地
区
の
方
々

の
高
齢
化
に
よ
り
終
了
と
い
う
報

告
を
聞
い
た
。
そ
の
後
、
ほ
か
の

地
域
で
の
取
組
み
等
が
あ
れ
ば
お

聞
き
し
た
い
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
現
在
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

実
施
し
た
い
地
区
や
、
ご
意
見
、

要
望
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
今
後
、
交
流
を
広
げ
て
い

く
事
業
の
計
画
が
あ
れ
ば
、

具
体
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
各
地
区
に
入

っ
て
も
ら
う
「
い
な
か
と
い
い
な

か
」
と
い
う
事
業
が
あ
り
、
地
区

の
負
担
を
軽
減
し
、
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
代
わ
る
方
法
の
一
つ

だ
と
考
え
て
い
る
。

Q
関
係
交
流
の
具
体
例
で
、

日
本
三
大
虚
空
蔵
菩
薩
の

関
係
に
よ
る
県
外
市
町
村
と
交
流

を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
共
通

点
は
各
地
に
あ
る
と
思
う

の
で
、
小
さ
な
交
流
か
ら
繋
が
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Q
町
営
住
宅
に
つ
い
て
、

「
全
て
壊
し
て
建
て
替
え

る
よ
り
、
今
あ
る
建
物
を
リ
フ
ォ

ー
ム
し
て
若
者
が
住
み
や
す
く
す

る
方
法
も
あ
る
と
思
う
」
と
い
う

答
弁
が
あ
っ
た
。
１
年
経
過
し
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の
か
伺

う
。A

（
町
長
）
制
限
を
緩
や
か

に
し
て
入
退
し
や
す
い
住

宅
に
し
た
い
。
来
年
度
、
実
験
的

に
一
戸
の
予
算
を
お
願
い
し
た
い
。

Q
最
近
二
世
帯
と
い
う
言
葉

が
聞
か
れ
る
。
施
政
方
針

に
は
新
婚
世
帯
の
新
生
活
へ
の
経

済
的
支
援
と
い
う
項
目
も
あ
る
が
、

住
宅
に
対
す
る
取
組
対
応
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
他
世
帯
住
宅
へ

の
改
修
は
新
築
す
る
ほ
ど

か
か
っ
て
し
ま
う
。
親
子
一
緒
に

住
む
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
新

た
な
制
度
を
設
け
て
も
い
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
令
和
８
年
度
は
調

べ
、
制
度
設
計
ま
で
で
き
れ
ば
、

来
年
度
予
算
と
い
う
手
順
で
前
向

き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】
人
口
減
少
に
よ
り
受
け

る
影
響
は
多
大
で
あ
る
と
い
う
の

は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
、
役
場
内

の
１
つ
や
２
つ
の
課
の
問
題
で
は

な
い
の
で
、
一
丸
と
な
っ
て
対
応

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
。

人口減少に対応する方策について
質します！

町長

８番　田
た

﨑
さき

信
しん

二
じ

議員

※
一
般
質
問
…
議
長
の
許
可
を
得
て
事
務
の
執
行
状
況
や
方
針
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と

四
名
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
！

四
名
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
！
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Q
耕
作
放
棄
地
の
防
止
や
景

観
の
保
全
の
た
め
「
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
の
６

期
目
が
終
了
す
る
４
年
後
を
見
据

え
、
今
か
ら
対
策
を
検
討
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
当
局
の
考
え
は
？

A
（
町
長
）
農
地
を
効
率
よ

く
集
約
・
集
積
し
て
ス
マ

ー
ト
農
業
を
導
入
し
、
個
人
農
家

や
地
域
の
受
皿
と
な
る
法
人
、
集

落
営
農
組
織
等
が
各
主
要
地
区
に

設
立
さ
れ
、
年
齢
や
農
業
規
模
の

差
は
あ
る
が
協
力
し
て
農
業
経
営

を
行
う
こ
と
が
将
来
像
、
理
想
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
み
ら
い
農

業
会
議
等
の
協
議
連
携
を
図
り
持

続
可
能
な
農
業
を
目
指
し
て
い
く
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
農
地

は
個
人
財
産
な
の
で
、
み

ら
い
農
業
会
議
等
と
協
議
、
相
談

し
、
補
助
事
業
と
し
て
適
切
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
対
応
、
対
策
が

可
能
な
の
か
判
断
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ

る
地
区
の
管
理
保
全
活
動
等
も
併

せ
て
協
議
で
き
れ
ば
思
う
。

Q
町
長
の
公
約
に
も
あ
る
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を
ど

う
図
っ
て
い
く
か
？
今
年
度
の
具

体
的
な
施
策
は
あ
る
の
か
？
ま
た

推
進
の
た
め
モ
デ
ル
地
区
の
設
定

は
考
え
て
い
な
い
の
か
？

A
（
地
域
振
興
課
長
）
省
力

化
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
活
か
す
た
め
法
人
等
を
設
立

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
支
援
を
と

お
し
て
小
規
模
農
家
の
サ
ポ
ー
ト

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
令
和
８
年

度
は
関
係
機
関
や
生
産
者
と
の
協

議
に
よ
り
補
助
金
要
綱
等
の
見
直

し
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

ま
た
モ
デ
ル
地
区
の
設
定
は
良
い

方
法
で
あ
る
が
、
意
欲
が
重
要
だ

と
考
え
て
お
り
、
よ
く
協
議
し
て

判
断
し
て
い
き
た
い
。

Q
旧
郷
戸
保
育
所
を
解
体
し
、

農
業
振
興
拠
点
と
し
て
整

備
す
る
計
画
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

施
設
で
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
利
用

す
る
の
を
想
定
し
て
い
る
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
玄
米

の
貯
蔵
庫
、
精
米
プ
ラ
ン

ト
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
、
６
次
化
商

品
の
加
工
所
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
を

備
え
た
施
設
と
し
て
、
農
業
法
人

が
主
と
な
り
、
農
業
生
産
者
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
利
用
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

Q
今
後
の
法
人
数
を
ど
の
程

度
ま
で
増
加
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
具
体

的
な
目
標
数
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
法
人
化
し
た
い
声
が
あ

れ
ば
、
で
き
る
限
り
支
援
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
み
ら
い
農
業

会
議
は
重
点
地
区
と
し
て
、
郷
戸
、

細
八
、
藤
、
西
山
支
所
地
区
を
挙

げ
て
い
る
。◆　

◆　

◆

Q
町
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

４
年
前
に
質
問
し
た
折
、

今
後
５
年
の
間
に
は
整
備
計
画
を

作
成
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
令
和

５
年
度
に
関
係
者
等
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
、
庁
内

で
も
協
議
し
た
。
町
施
設
全
般
の

再
編
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

７
年
度
か
ら
は
、
地
域
商
社
の
立

ち
上
げ
も
共
に
進
め
て
お
り
、
令

和
８
年
度
も
継
続
し
て
い
く
。

Q
こ
の
問
題
を
先
送
り
す
れ

ば
、
す
る
ほ
ど
、
将
来
的

な
財
政
負
担
は
増
す
ば
か
り
と
考

え
る
。
４
年
間
、
ほ
と
ん
ど
進
展

し
な
か
っ
た
責
任
を
ど
う
感
じ
て

い
る
か
？

A
（
町
長
）
寄
り
道
の
議
論

も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
活

か
し
、
ふ
る
さ
と
再
生
事
業
を
活

用
し
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
た
い
。

Q
町
民
セ
ン
タ
ー
の
将
来
像

に
つ
い
て
、
自
ら
の
任
期

中
に
基
本
構
想
を
示
す
考
え
が
あ

る
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
非
常
に
大
き
な
事

業
に
な
っ
て
、
相
当
な
お
金
が
か

か
っ
て
く
る
の
で
、
後
悔
す
る
よ

う
な
事
業
に
し
た
く
な
い
。
そ
し

て
、
政
治
家
と
し
て
、
自
分
の
任

期
中
に
方
向
性
は
見
い
だ
し
た
い

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

①協議連携を図り持続可能な農業を目指していく
②町民の意見を反映させ、協議・検討を進める

１．農業の将来をどうするのか？
２．つきみが丘町民センターのこれからは？

町長

６番　岩
いわ

渕
ぶち

清
きよ

幸
ゆき

議員

四
名
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
！

四
名
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
！
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Q
町
役
場
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て

①
町
役
場
庁
舎
三
階
に
通
じ
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
か
。

②
町
役
場
庁
舎
を
土
足
可
能
と
す

べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
①
町
役
場
庁
舎

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は

必
要
性
が
長
年
議
論
さ
れ
て
い
る
。

検
討
は
さ
れ
た
が
、
財
源
の
確
保

が
難
し
い
た
め
見
送
ら
れ
て
き
た
。

お
質
し
の
と
お
り
、
公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
大
切
な
こ
と

で
も
あ
る
の
で
検
討
し
て
い
く
。

②
庁
舎
を
末
永
く
大
切
に
使
用
し

て
い
き
た
い
観
点
か
ら
、
利
用
者

の
方
に
は
お
手
数
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
土
足
禁
止
で
運
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
支
所
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
と
き
に
、
ど
う
い
う
検
討
さ
れ

て
い
た
の
か
。
も
う
必
要
性
は
決

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
何

で
、
そ
う
い
う
差
別
を
す
る
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
支
所
の
改

修
工
事
で
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
制
限
が
あ
り
、
そ
の
際
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。

A
（
建
設
課
長
）
今
の
支
所

は
事
務
室
、
公
民
館
、
診

療
所
、
西
山
保
育
所
の
四
機
能
持

っ
て
お
り
、
公
民
館
と
し
て
使
用

す
る
場
合
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
基
準
と

い
う
問
題
で
は
な
く
、

「
公
共
の
建
物
に
は
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
が
必
要
で
は
な
い
の
か
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
町
民
の
安
全
、

負
担
の
軽
減
と
か
危
険
防
止
、
そ

う
い
う
こ
と
で
や
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

A
（
町
長
）
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
が
、

費
用
的
に
も
、
設
置
す
る
に
も
、

部
屋
の
真
ん
中
に
外
付
け
を
す
る

わ
け
に
い
か
な
い
の
で
、
通
路
や

廊
下
に
付
け
て
造
る
と
に
な
る
と
、

構
造
的
に
も
課
題
が
出
て
く
る
。

一
階
の
フ
ロ
ア
で
済
む
よ
う
な
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
階
段

に
取
り
付
け
る
リ
フ
ト
で
対
応
で

き
な
い
か
と
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

Q
町
民
の
命
を
預
か
る
町
長

そ
れ
で
が
い
い
の
か
。
３

階
に
歩
っ
て
き
て
、
つ
ま
ず
い
て

転
落
と
か
、
体
の
具
合
が
悪
い
の

に
、
ま
た
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と

か
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
こ
と
は

頭
に
な
い
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
町
民
の
負

託
に
応
え
る
方
法
と
し
て
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、
今
す
ぐ
に

は
で
き
な
い
の
で
、
一
階
に
下
り

て
事
務
処
理
を
行
う
と
い
う
よ
う

な
対
策
、
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

Q
こ
の
議
場
や
会
議
室
を
一

階
に
持
っ
て
い
け
る
の
か
。

A
（
町
長
）
町
民
の
安
全
・

安
心
は
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
は
思
う
が
、
そ
こ
に
至
る

ま
で
検
討
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

Q
お
金
の
調
達
の
こ
と
を
よ

く
考
え
て
、
調
べ
た
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
の
補
助
等
で
充

て
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
も
の
確
認
で
き
る
も
の
が
、
今

現
在
な
か
っ
た
。

Q
国
交
省
の
補
助
金
で
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
、

既
存
建
築
物
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
含
む
。
防
災
・

安
全
交
付
金
、
改
修
が
中
心
だ
が

新
設
も
相
談
可
能
。
中
心
市
街
地

活
性
化
関
連
交
付
金
、
公
共
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
含
ま
れ
る
。

調
べ
た
結
果
、
こ
う
い
う
も
の
が

あ
る
の
だ
が
。

A
（
総
務
課
長
）
改
め
て
各

種
補
助
の
可
能
性
を
確
認

し
た
が
、
交
付
に
条
件
が
あ
り
、

町
庁
舎
に
は
該
当
し
な
か
っ
た
。

Q
各
県
庁
や
議
会
を
見
て
回

っ
た
が
、
土
足
で
上
が
っ

て
い
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
「
ス
リ

ッ
パ
に
履
き
替
え
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
議
場
は
、
ど
こ
に
も
な
か

っ
た
。「
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
土

足
禁
止
で
運
用
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
こ
と
は
、
利
用
者
の
方
に

「
命
が
け
で
来
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
答
弁
に
な
る
と
思
う
。
突
っ

か
け
て
危
な
い
履
物
に
、
わ
ざ
わ

ざ
履
き
替
え
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、

町
民
の
こ
と
を
考
え
て
の
こ
と
な

の
か
。

A
（
町
長
）
質
問
を
受
け
る

ま
で
は
、
い
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
知
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
も
話
を
し
て
、

考
え
て
い
き
た
い
。

お質しを参考に町民の皆さんと
共に考えていく。

役場庁舎のバリアフリー化をするべき！

町長

７番　新
に

井
い

田
だ

順
じゅん

一
いち

議員

四
名
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
！

四
名
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
！
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Q
人
口
減
少
に
つ
い
て
、
昨

年
質
問
し
て
１
年
経
っ
た

が
具
体
的
な
提
案
や
施
策
が
な
い
。

若
い
世
代
の
住
居
離
れ
が
進
ん
で

弊
害
が
出
て
い
る
。
こ
の
状
況
が

進
め
ば
町
の
機
能
が
失
わ
れ
、
危

惧
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ど

の
よ
う
な
認
識
や
施
策
を
持
ち
、

将
来
像
を
描
い
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
人
口
減
少
を
少

し
で
も
穏
や
か
に
す
る
た

め
、
保
育
料
や
給
食
費
の
無
償
化
、

子
供
医
療
費
助
成
な
ど
の
子
育
て

支
援
、
新
築
住
宅
や
空
き
家
改
修

へ
の
補
助
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
県

と
の
Ｐ
Ｒ
事
業
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
等
の
活
用
を
行
っ
て
い

る
。令

和
８
年
度
は
公
営
住
宅
を
快

適
に
す
る
事
業
や
町
で
取
得
し
た

空
き
家
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

住
ま
い
に
す
る
事
業
な
ど
の
予
算

を
計
上
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き

公
共
交
通
の
見
直
し
の
実
証
実
験

も
行
う
予
定
で
す
。

人
口
が
減
少
し
て
も
、
誇
り
を

持
ち
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
な
、
持
続
可
能
な
町
を
将
来

像
と
し
て
努
力
し
て
い
く
。

Q
な
ぜ
、
若
い
人
が
柳
津
に

い
な
い
の
か
。
住
め
な
い

の
か
、
住
む
気
に
な
ら
な
い
の
か
。

A
（
町
長
）
町
外
に
住
ん
だ

ほ
う
が
便
利
、
都
合
が
い

い
な
ど
、
事
情
が
個
々
に
あ
る
と

思
う
。
若
い
人
は
都
市
部
が
魅
力

的
に
見
え
、
住
ん
で
み
た
い
思
い

が
あ
る
。

Q
「
公
営
住
宅
の
一
部
で
所

得
上
限
や
世
帯
構
成
の
制

限
を
緩
和
し
、
目
的
外
使
用
に
よ

る
一
般
住
宅
の
整
備
、
拡
充
を
進

め
」と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

A
（
建
設
課
長
）
例
え
ば
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
専
用

住
宅
と
し
て
制
限
を
取
り
払
い
、

都
市
部
か
ら
の
移
住
者
限
定
に
す

る
こ
と
を
国
に
届
出
し
て
活
用
す

る
制
度
を
「
公
営
住
宅
の
目
的
外

使
用
」
と
言
っ
て
い
る
。
会
社
の

社
宅
や
若
者
向
け
の
賃
貸
で
活
用

で
き
る
よ
う
に
８
年
度
は
水
回
り

を
直
し
て
い
き
た
い
。

Q
家
を
建
て
る
た
め
の
町
の

分
譲
地
を
や
め
た
み
た
い

だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
大
規
模
な
分
譲

地
は
、
現
在
考
え
て
お
ら

ず
、
小
規
模
な
分
譲
と
い
う
ご
意

見
も
い
た
だ
い
て
い
る
。
合
わ
せ

て
、
空
き
家
を
解
体
し
た
更
地
を

所
有
者
の
意
志
表
示
を
い
た
だ
い

て
、
建
て
た
い
人
に
あ
っ
せ
ん
す

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
や
っ

て
み
た
い
。

Q
解
体
と
新
築
へ
の
補
助
金

の
在
り
方
も
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
。
二
世
代
世

帯
も
考
え
て
、
解
体
し
て
建
て
直

す
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
補
助
金

も
充
実
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
解
体
す
る
時
は

建
物
の
傷
み
具
合
や
そ
の

後
の
利
用
に
よ
り
原
則
50
万
円
の

補
助
が
、
新
築
す
る
時
に
は
、 

２

０
０
万
の
補
助
金
が
出
て
い
る
の

で
、
そ
ん
な
に
古
く
な
っ
て
な
い

建
物
を
壊
し
て
同
じ
場
所
に
建
て

替
え
る
場
合
の
補
助
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

Q
今
回
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

（
の
た
め
の
実
証
実
験
）

を
や
っ
た
が
「
子
育
て
の
た
め
の

交
通
」（
の
た
め
の
実
証
実
験
）

と
い
う
考
え
は
な
い
の
か
。

A
（
町
長
）
子
供
た
ち
の
送

り
迎
え
や
通
学
に
不
便
を

感
じ
て
い
る
子
育
て
世
代
か
ら
の

話
が
あ
り
、
今
回
の
実
証
実
験
に

取
り
込
ん
で
、
利
便
性
も
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
去
年
も
言
っ
た
が
、
今
、

熱
中
症
問
題
で
騒
い
で
い

る
時
に
、
な
ぜ
住
宅
の
人
た
ち
に

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
補
助
金
が
な

い
の
か
。
そ
う
い
う
差
別
す
る
の

か
。
結
局
、
若
い
人
も
含
め
、
よ

そ
に
行
け
ば
皆
付
い
て
い
る
時
に

住
宅
設
備
関
係
、
少
な
く
と
も
エ

ア
コ
ン
の
補
助
金
は
、
今
回
か
ら

当
て
は
め
ら
れ
る
の
か
。

A
（
町
長
）
こ
の
辺
に
つ
い

て
は
、
よ
く
整
理
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

【
意
見
】
い
ろ
い
ろ
な
子
供
た
ち

へ
の
補
助
金
な
ど
が
あ
っ
た
り
す

る
の
は
い
い
と
思
う
が
、
住
ま
い

へ
の
対
策
を
も
う
少
し
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

公営住宅や空き家の利活用、
公共交通の見直しを。

柳津町の人口減少をどのように阻止する？

町長

２番　渡
わた

邊
なべ

俊
とし

典
のり

議員

四
名
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
！

四
名
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
！
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議会モニター・臨時会

３月10日（火）役場庁舎３階の正副議長室で議会モニターとの
意見交換会を開催ました。１年間の議会を傍聴して感じたこと、
議会運営で改善してほしいことなど、いろいろなご意見をいただ
きました。ありがとうございました。
　いただいたご意見の一部を要約してご紹介いたします。

【ご意見】
・�３階の議場までは足が悪く、大変だと言う声が多く聞かれます。３階までエレベー
ターを作ってほしい。コスト面で大変だと思いますが、開かれた議会という点で、
ご検討よろしくお願いします。

・�総務文教常任委員会の行政調査報告に、西山小学校の児童数７名の現状を考えた
時、今後の学校運営の在り方として、研修したものを活かす機会があったらと切
に思います。

・�質問していない議員さんたちの中には、関心がないように見える方もいる。議員
として、報酬の議論等も出ている今、そうであってはいけないと思う。

・�簡潔な質問の仕方を望みます。まだ実施されていない事業に対して要望を出した
り、同じような内容の質問を繰り返したり、答弁する側も同じ答弁を再三行った
りと、長すぎる質疑応答が気になりました。

議会モニター意見交換会議会モニター意見交換会

意見交換会の様子

「柳津町議会議員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例」
国が進めている地方議会改革や経済対策などにより議員報酬の見直しが進んでいる中、町

特別職等報酬審議会の答申に基づき、耶麻郡、河沼郡、大沼郡10町村の平均による報酬月額
の変更を可決した。

「令和７年度一般会計補正予算」について
国からの交付金等が確定したことによる予算額の変更について可決した。
主な内容　�地方揮発油譲与税・環境性能割交付金等の減額、自動車重量譲与税・森林環境

譲与税等の増額
　　　　　地方交付税（特別交付税・震災復興特別交付税）　9,020万２千円の増
　　　　　寄附金　　（一般寄附金・企業版ふるさと納税）　 250万円の増
　　　　　財政調整基金繰入金　500万円の減、減債基金繰入金　9,100万円の減

第３回臨時会の主な議案

【質　　問】環境性能割交付金の廃止について（磯目）
　国では今年３月31日をもって自動車税環境性能割を廃止するようなので、今後の動きと
代替財源の見通しについて伺う。（※令和８年４月１日で廃止されました）

【答弁】（総務課長）
・�2019年代には自動車取得税であった自動車取得時に係る環境性能割でご

ざいますが、動向を踏まえて適正に対処していきたい。想定ではありま
すが、道路の補修や整備関係に影響が出るものと思われます。

可決

可決
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議
長
・
副
議
長

議
長
・
副
議
長  

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

議 会 構 成

副
議
長
　
磯
目
　
泰
彦

議 

長
　
齋
藤
　
正
志

田﨑 信二
議員

渡邊 俊典 議員 小林　浩 議員 荒明 正一 議員 副議長 磯目 泰彦 議  長
齋藤 正志

新井田 順一
議員

岩渕 清幸
議員

松村　亮
議員

◎議会運営委員長
・総務文教常任委員

○議会運営副委員長
・産業厚生常任委員

○産業厚生常任副委員長
○広報常任副委員長
・町監査委員

・総務文教常任委員
・広報常任委員

・産業厚生常任委員
・広報常任委員 ・総務文教常任委員

◎広報常任委員長
○総務文教常任副委員長
・広域市町村圏整備組合議会議員

◎産業厚生常任委員長
・議会運営委員

◎総務文教常任委員長
・議会運営委員

第３回臨時会（３月30日）で新たな議会構成となりました

担当する委員等も替わります －3月30日選任－

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
日

頃
よ
り
町
議
会
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
こ
と
、
こ
の
度
、
３
月
の
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余

る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
職
責
は
、

極
め
て
重
く
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、
柳
津
町
の
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

少
子
化
や
若
者
の
流
出
に
よ
り
人
口
減
少
が
進

み
、
様
々
な
問
題
や
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

課
題
解
決
の
た
め
、
若
い
力
を
、
そ
し
て
柳
津
町

に
関
係
の
あ
る
人
た
ち
を
取
り
戻
し
、
町
に
あ
る

も
の
を
磨
き
上
げ
、
文
化
の
保
存
・
活
用
と
継
承

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町
の
発

展
に
は
、
賑
わ
い
の
創
出
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
も

う
一
度
柳
津
町
に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ

う
い
っ
た
柳
津
町
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
様
々
な
制
度
を
活
用
し
、
未
来
に
残
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

私
た
ち
議
会
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
選
ば
れ
た

と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
町
民
の
皆
様
の
声
を

聴
き
な
が
ら
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
町

政
発
展
の
た
め
に
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
町

議
会
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
３
月
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

不
肖
、
私
が
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
副

議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
こ
と
に
光
栄
で
あ
る
の
と
共
に
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
世
界
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す

と
大
国
を
含
む
緊
張
が
高
ま
り
、
尊
い
人
命
が

数
多
く
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
で

あ
り
ま
す
。
更
に
は
、
経
済
状
況
の
悪
化
が
世

界
中
に
大
き
な
影
を
落
と
し
日
本
へ
の
影
響
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
町
に
お
い
て
も
、

そ
の
影
響
と
共
に
人
口
減
少
や
少
子
化
問
題
な

ど
数
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
各
事
業
を
確
実
に
進
め

る
こ
と
で
、
議
会
と
行
政
が
同
じ
将
来
像
に
向

け
邁
進
で
き
る
よ
う
、
議
長
の
補
佐
役
と
し

て
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
議
会
へ
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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斎藤清美術館開館３０周年記念プレ企画展オープニングセレモニー斎藤清美術館開館３０周年記念プレ企画展オープニングセレモニー
４月10日（金）、来年度に開館30周年を迎える齋

藤清美術館において、プレ企画展の開催式典が行われ
ました。　

来年度から始まる30周年記念事業をPRする企画展
として位置づけられており、今後も継続した企画展や
イベントが予定されております。

令和８年度　令和８年度　
町スポーツ協会総会に出席（議長）町スポーツ協会総会に出席（議長）
４月17日（金）やないづふれあい館において、町スポーツ協

会の総会が開催されました。
町議会を代表して、議長が出席し、町のスポーツ振興、ウオー

キングなどの健康増進事業の推進、スポーツを通じた生涯学習な
どに貢献されている関係者の皆様に感謝の意を述べました。

齋藤正志議長、福島県町村議会議長会副会長並びに齋藤正志議長、福島県町村議会議長会副会長並びに
両沼地方町村議会議長会長に就任！両沼地方町村議会議長会長に就任！

今年度より両沼郡の７町村議会議長により組織される議長会の会長に、我が町議会の齋藤正志
議長が選ばれました。また、福島県内の町村議会議長で組織されている議長会の副会長にも選任
されました。

議 会 活 動

出雲崎町議会との交流会
５月14日（木）柳津町議会議員一同で柳津町と姉妹都市となっている新潟

県出雲崎町を訪問しました。出雲崎町は、柳津とご縁が深い良寛様の生誕の
地であり、名所古刹が多いところです。

当日は晴天に恵まれ、出雲崎町の議会議長をはじめ、議員や町長などの歓
迎を受けて、出雲崎町中央公民館講堂で、まちづくりをテーマにした意見交
換会を開催しました。

人口減少対策など地方行政の喫緊の課題について、時間の許す限り、質疑
応答をすることができました。

意見交換会 良寛記念館にて



17

監 査 報 告

　令和７年度に行った決算審査・定期監査の結果に関する措置状況について、町長、教育長か
ら報告がありましたので、その内容の一部を抜粋してお知らせします。

監査委員による指摘事項のうち措置を講じたものについて（抜粋）

【令和７年10月23日　定期監査　みらい創生課みらい創生係】
空き家対策に対する各種補助事業の活用が今後も多くなってくることが予想され
ますので、予算的な措置に万全を期して頂きたい。

（回答）　空き家の除却、家財撤去、改修の補助事業を継続して実施し、不良空き家の早期除却を進
めるとともに空き家の利活用も進めるため、要綱等の改正や予算の拡充について関係課と協
議していきます。

【令和７年10月23日　定期監査　公民館生涯学習係】
各種団体等の公金管理が19団体と最も多く、今年度中に３団体の削減を図るとの事でありますが、
その事務量は多大なものと推測されます。市町村対抗各種スポーツ大会に係る経費の管理等やむを得
ない公金管理を除き、類似団体の統廃合や公金管理の団体への移行等、更なる削減の検討をお願いし
ます。

（回答）　令和７年度に削減を予定していた３団体について、削減を実施しました。残る団体につき
ましても経費の管理等、公民館での管理がやむを得ないものを除き、団体自身による資金管
理が行えるよう指導や助言を継続して行います。

【令和７年10月24日　定期監査　教育課美術館係】
斎藤清アトリエ館の今年度半年間の入館者数は408人で月平均68人であり、前年比184%となって
はいるが、美術館の入館者数（同6,909人）と比較すると６%に留まる。これはアトリエ館の存在が
一般的に知られていないと思われることから、美術館入館者に対しアトリエ館のパンフレット等を配
布しながら言葉で案内をする取り組みも検討して頂きたい。

（回答）　美術館については、展示替え等により作品が変わ
るため、リピーターの方も多く来館されているが、
アトリエ館については、斎藤先生が制作活動を行っ
た場所であり、作品等の展示もないことから、リピ
ーターはなかなか望めない状況である。初めて来館
された方が、アトリエ館へも足を運んでいただける
よう、受付等目につくところに案内パンフレットを
設置し、言葉による案内も継続して行うとともに、
アトリエ館を活用しての事業も行っていきたい。

【令和７年10月30日　定期監査　総務課財政係】
町における令和６年度決算の経常収支比率は84.3%となっており、前年度を2.4%下回ったものの、
町単位では75%を超えると自治体自身の裁量で使えるお金が少なくなり、財政が硬直化します。この
ことから財政状況は非常に厳しくなってきますので、あらゆる交付金やより有利な地方債について、
検討を行ってください。

（回答）　住民ニーズの多様化から様々な事業を行っていかなければなりませんが、新規の事業はも
とより既存事業においても国県の補助金等を積極的かつ柔軟に活用するよう職員へ指導する
とともに、予算編成においても有利な地方債の充当を検討してまいります。
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り
次回定例会のお知らせ

−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和７年第４回定例会以降）（令和７年第４回定例会以降）  −−
	 12月16日	 年末年始の交通事故防止・地域安全運動夜間パトロール
	 24日	 広域市町村圏整備組合議会臨時会（会津若松市）
	 1月　5日	 町民年頭賀詞交歓会（町民センター）
	 10日	 町消防団出初式（町民センター）
	 20日	 議会運営委員会・議会全員協議会・第1回臨時会
	 25日	 会津坂下地区交通安全協会柳津分会交通安全祈願祭（圓藏寺）
	 27日	 第２回町海外派遣事業実行委員会（大会議室）
	 2月　2日	 会津総合開発協議会会津若松地方部会講演会（会津若松市）
	 7日	 第46回会津やないづ冬まつり（道の駅会津柳津）
	 9日	 広域市町村圏整備組合議会定例会（〜20日）（会津若松市）
	 10日	 両沼地方町村議会議長会定期総会（会津坂下町）
	 13日	 町文化財利活用検討会（大会議室）
	 19日	 第５回やないづ振興公社理事会（町民センター）
	 20日	 議会運営委員会・議会全員協議会・第２回臨時会
	 24日	 レガシー形成事業先進地視察調査（〜26日、兵庫県）
	 27日	 第22回都道府県対抗全日本中学生女子ソフトボール大会出場選手壮行会（第２会議室）
	 3月　3日	 議会運営委員会

委
員
長　
新
井
田　
順　
一

副
委
員
長　
小　
林　
　
　
浩

委　
　
員　
荒　
明　
正　
一

磯　
目　
泰　
彦

広報常任
委 員 会

令和８年 第２回定例会 ６月10日（水）～６月12日（金）
 《６月10日　午前１０時開会》

ちょっと
一言

演　題
「都市と地方を
かきまぜる」
株式会社雨風太陽
代表取締役社長
高橋　博之　氏

○�内閣府「新しい地
方経済・生活環
境創生会議」有識
者構成員　など
に就任している。
著書多数あり

町民と議会との懇談会を募集中
　町議会では、活力ある地域社会の構築を目指した議員活動を行うため、町行政区や各団体の方々から多
様な意見をお聴きしたいと考えております。テーマ毎に担当する議員が出張します。ご希望いただける場合
には、専用の申込用紙にご記入していただきますので、議会事務局にお電話をください。
� 問 議会事務局　☎４２－２３９０
※申込用紙を開催希望日の１ヶ月前までにご提出いただきすようお願いします。
用紙は議会事務局と役場支所でお渡しできます。また、町の公式ホームページからも
ダウンロードできます。

こ
の
た
び
、
広
報
常
任
委
員
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
議
会
の

活
動
を
、
町
民
の
皆
さ
ま
に「
正
確

に
」「
分
か
り
や
す
く
」「
身
近
に
」感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
委
員
共
ど
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

広
報
と
い
え
ば
、
私
が
最
近
は
ま
っ
て

い
る
広
報
誌
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
柳

津
小
学
校
だ
よ
り『
鳴
神
山
』で
す
。
長
年

続
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
は
ペ
ー

ス
が
違
い
ま
す
。
４
月
６
日
の
№
１
か
ら

始
ま
り
、
ひ
と
月
５
月
11
日
で
、
№
21
を

迎
え
ま
し
た
。
紙
面
に
は
、『
ド
リ
ー
ム

＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
』を
合
言
葉
に「
心
の
コ
ッ

プ
を
上
向
き
に
」・「
ブ
ラ
ン
ド
を
着
る
な
、

ブ
ラ
ン
ド
に
な
れ
」・「
幸
せ
気
分
で
す
る

し
つ
け
」・「
校
長
室
暗
唱
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

な
ど
な
ど
日
々
の
学
校
と
子
供
の
様
子
が

写
真
付
き
で
読
み
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
供
を
信
じ
、
励
ま
し
、
伸
ば
す

言
葉
が
並
び
、
校
長
先
生
の
引
き
出
し
の

多
さ
と
熱
意
に
教
育
の
力
を
感
じ
ま
す
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
は
ど
の
学
校
で
も
一

番
熱
血
と
い
わ
れ
て
い
た
）私
共
も
大
い

に
参
考
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
号
も
孫

が
届
け
る《
じ
い
ち
ゃ
ん
鳴
神
山
ハ
イ
！
》

が
楽
し
み
で
す
。

結
び
に
、
子
供
の
数
が
激
減
す
る
今「
子

供
は
宝
」の
本
当
の
意
味
を
家
庭
も
地
域

も
行
政
も
見
つ
め
直
す
時
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
に
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。�

（
新
井
田
順
一
）


